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法政大学出版局　2018年1月下旬配本　定価2700円（本体2500円＋税） 四六判上製・352頁
佐々木 孝 著／執行 草舟 監修 

情熱の哲学 ウナムーノと「生」の闘い ISBN978-4-588-13023-6 C1090

★★　近代スペイン精神を代表する思想家・詩人であるミゲル・デ・ウナムーノ（1864～1936）。米西戦争から第一次世
界大戦、スペイン内戦に至る激動の時代に立ち向かい、学問・批評・芸術活動に生命を燃やし続けたその大いなる
人間的魅力と深淵に迫る。1976年に刊行された名著『ドン・キホーテの哲学』を改訂・大幅増補し、2018年の日
本スペイン外交関係樹立150周年、サラマンカ大学創立800周年を記念して刊行！ 【思想・文学】

☆関連書：2018年春、ウナムーノの芸術的主著『ベラスケスのキリスト』（本邦初訳、執行草舟監訳）を続けて刊行します！

法政大学出版局　2018年1月下旬配本　定価3996円（本体3700円＋税） 四六判上製・304頁
エンツォ・トラヴェルソ 著／宇京 賴三 訳 《叢書・ウニベルシタス1074》

左翼のメランコリー 隠された伝統の力　一九世紀～二一世紀 ISBN978-4-588-01074-3 C1310

★ 挫折した革命と夢破れたユートピアをめぐるテクストとイメージを辿り、敗北の記憶に宿るメランコリーが左翼思
想・左翼文化をいかに形づくってきたかを読みとく。マルクス、トロツキー、ベンヤミン、ベンサイドらを結ぶメランコ
リックな星座を後景に、社会主義リアリズム、ネオレアリズモの諸作品やアンゲロプロス、マルケル、ローチ、グスマ
ンらの映像が織りなす喪と再生の思想史。 【思想史・マルクス主義】

☆関連書：トラヴェルソ『ユダヤ人とドイツ』（小局刊）、『全体主義』（平凡社新書）ほか。

法政大学出版局　2018年1月23日配本　定価5076円（本体4700円＋税） Ａ5判上製・290頁
中條 忍 著
ポール・クローデルの日本 〈詩人大使〉が見た大正 ISBN978-4-588-32604-2 C0021

各国を渡り歩いたフランスの外交官にして世界的詩人・劇作家でもあったポール・クローデル（1868-1955年）は、
大正10年から約5年間、駐日大使を務め、深く日本という国を愛した。彼はこの国の何に焦がれ、何を遺したのか。
日本での経験は彼の作品にどんな彩りを添えたのか。日本での暮らし、青い眼に映った日本の姿を細やかに、そし
て繊細に描き出す。クローデルを本格的に扱った初の著作が完成。 【近代史・日本論】

☆関連書：ポール・クローデル『朝日の中の黒い鳥』内藤高訳（講談社学術文庫）

法政大学出版局　2018年1月17日配本　定価21600円（本体20000円＋税）四六判・上製クロス装・貼箱入・886頁
田岡 嶺雲 著／西田 勝 編・校訂 

田岡嶺雲全集  第六巻  評伝  評論及び感想五 ISBN978-4-588-11031-3 C1395

日清戦争の余燼冷めやらぬ1897年、維新以降の近代教育を受けた新進気鋭の中国文学研究者らが、世界文学
としての中国古典の再生を志して発刊した叢書『支那文學大綱』（15巻刊行、未完）。東洋文化への敬意に基づく
この叢書のために嶺雲が執筆した五つの評伝、「莊子」「屈原」「蘇東坡」「高靑邱」「王漁洋」を、詳細な編註・解
題とともに収める。前巻に続く「評論及び感想五」も収録。 【文学・思想】

☆関連書：1969年の発刊からほぼ半世紀、ついに来年末頃には最終『第七巻』も刊行し、全集完結の予定です！
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